



























に与えた影響について，全岩化学組成と Sr-Nd 同位体組成，鉱物化学組成から考察した。 









MME ともに actinolite—tschermakite の広い組成範囲を示した 6)が，大部分が
magnesiohornblende であった。同位体分析の結果は，母岩とMME の 87Sr/86Sr 同位体初生値
（SrI）はそれぞれ 0.70718—0.70726 と 0.70725—0.70749 であり，143Nd/144Nd 同位体初生値の
CHUR（Chondritic Uniformed Reservoir7））からの変化量（εNd）は-4.00—-4.32 と-4.06—-4.49






と εNd ともに狭い範囲に集中した。SrI は一部のMME が他の試料よりも僅かに高いもの
の，MME と母岩の斜長石と角閃石の組成が同一の値を示すことを考慮すると，MME と葛
城トーナル岩の起源は同一であると考えられる。また，SrI の高いMME と低いMME の間
に中間的な値が存在しないことも，Magma-mixing model により形成されたMME である可
能性が低いことを支持する。(2)Restite model の場合，MME は部分溶融の残渣に由来する
ため，ハーカー図上でMME と母岩が直線のトレンドを形成する。しかし，葛城トーナル
岩とそのMME ではハーカー図において直線のトレンドを形成しない元素があり，このモ






ら，葛城トーナル岩のMME はEarly-segregation model により形成されたMME であると考
えられる。 
	 早期晶出相の形成と分離はメルトの化学組成を変化させうる重要なマグマイベントであ
る。特に，Sr/Y—Y アダカイト判別図 2)で葛城トーナル岩とMME が逆方向のトレンドを形
成することは，MME の形成が葛城トーナル岩を形成したメルトの Sr/Y 比やY 濃度に影響
した可能性が高いことを示唆している。葛城トーナル岩のアダカイト質な化学組成は，マ
スバランス計算によりオリジナルなメルトから約20％のMMEを分離することにより説明
することができる。このことは，葛城トーナル岩が pseudo-adakite である可能性を示唆する。 
 
1) S. M. Peacock et al. Science, 1994, 248, 329. 2) M. J. Defant, M. S. Drummond, Nature, 1990, 
347, 662. 3) A. Esna-ashari et al., Mineralogy and Petrology, 2011, 101, 195. 4) 西岡芳晴, 日本地
質学会学術大会講演要旨 第 115 年学術大会, 2008, 131. 5) 竹村建人, 壷井基裕, MAGMA, 
2014, 96, 31. 6) Leake et al., The Canadian Minerallogist, 1997, 35, 219. 7) D. J. DePaolo, G. J. 
Wasserburg, Geophysical Research Letters, 1976, 3, 249. 8) S. Chen et al., Lithos, 2017, 248, 455. 
